
兵庫懸羊露おぼえ蓄 ( ー )

稲 回 叉 男

筆者は終戦後昭和21年 2 月夜上海より引揚げてより lかりで. 最色大きな患のでち 20cm. 位代しか伸びませ一
以来. 節調暗黒待代と色云うペき裁後の2 : : < さくさに、 |ん。

食う毒事tて遮われて主主物採集等とて色考えるべき畷色な I 5 : l 守平ワラビ Onoclea sensibilis var. 
かヨたというぺき幻古が王本菅でし主う o そんな ζんなで、 in叫Eはte町'rrupt川川1吋t旬a Mは
共の日其の日の食物を建齢Lい、ながら約 3 年問. やつと昭| 本種色帥神崎郡寺前村で、図のあぜK 群盆している色
和羽年の秋、本学会の採集会K 出席したのがはヒ吋玄り | のを採集しました古が仇fヘ、呉の他では有馬郡藍村大l川川[日l瀬の
で、以来あちとちの採集会代参封古加日し、管の記憶を呼ぴ| やはり周のあぜで採集しました o 本種ほヒメγ グと同
起しa<-t/l.ら採集をはピあて居ります。 Iヒ援な生育場所で山間の盆地の峰町潟地で胞の羊歯
以上の様な次察でまr何色書く資料ば持って廃りま| の署長代陰地でないと生えないというととはありませ

ザんが、羊歯についての雑記帳とでも云ラペきもの| んo ilPち次の署長なととが去えると思いまず。
払 l腐序もな〈書いてみる事bてしました o 諸氏の御指 I a 森林の下草としては生えない。
導と御叱正を仰n: と切でるります。 b 念傾斜. T t h とか谷合同主主主えない。
1 オウレy ジグ Cptidipteris Wirf ordii Nakai. I  c  71 < の汚い処では生えない。
昭和25年 6 刃4 日兵庫県生物学会主催で養父郡関宮 d 2 f . 地主り色高い処の周のi珪な 2::"iZ生える。
の虫色紋岩地帯の檀物採集会で本穫を採集しました。裳! なお1:: ;t $/ ! 1 : の分布及びコウヤワラビとの関連佳代
日本でほ氷の山で色筆者は得て居り但馬では調査の主主| ついては. 児玉務氏が関寄自然科学研究会会青春策4 号
むにつれて各処で発見主主主tるのではないかと，思われま I(昭和25年 5 刃)1て述ぺて居られ玄す。
ナが抗、現在でlばま 2 ケ処でありh ‘表日本では有馬で得て I 6 イv ヤシグ 均 ]a吋zio叩'ps 坤 v刊an凶】託ica C. C口h払r払.
居別り、又六甲首閑滝附近fc : : て産ずと兵摩生物焦制3 号駒b代削mてり叩1灯川f] I  昭和2お6年 6 月1口7 日兵庫県生物学会主億で失某郡般越
崎允生古がf報ヒて居られ玄ず九。兵彦渠としてば現在以上| 山で、採集し玄しナたご。建吉部E崎恵潤氏の話には主り悶ますと、本
の 4 ケ処が産地として警げられていますが. 更に次々| 種は檎の伐採代主り絶滅』て瀕しているのも本留保存
と産地カ現われん事を望んで居りまナο | のため移掻されたとの事で、現在は原生地と移陸地の
2 すオ 7 ' Yシダ Monachosorum flage]]are I  2 ケ処』て生育して居ります. . 他に宍粟郡奥谷村赤沼思
Hayata 有林で昭和26年 8 月141Hて採集しました。叉城崎郡三

本憧ば兵庫県民ては三国岳及小金岳で. 樋口繁一氏| 方村蘇失岳分足谷で、荒木英一氏が採集して居られま
が採集して居られますが‘爾地は共Uて丹波で、播薬代| ナ。( 京大援本室)
ば農地が挙げられていませんが. 祭者ば昭和25年 6 月 I 7 オオクタヤグシダ Dryopte占s C. Chr. 
5白神崎郡寺前村で採集してい会ナ。おそら〈寺前村| 本径は昭和12年代神戸布引永源池附近で採集しまし
が援隊での最初の産地ではないかと思われます。 I
3 γγ ラ:Y Vittaria flexuosa Fee. ん。本年宍粟郡般越山の採集会で採集したのみで、東
本種色前記樋口繁一民代主って、三国岳』て産する事 IIて調査すれば他』てち産地があるのではないかと思いま
が報ぜられて唐 h 叉洲本猪鼻谷氏て大阪植物I司好会 lナ。本種は d ワヘゴと上〈似ていまず仇察権が薬の
( 戦前〉が採集会の時に採集してい会すo 兵庫県でほ以| 縁tてつくととと‘棄の表面tて葉脈がグマワラビの様Uて

採集しました。 I 8 イヌチヤ- t < :y y !J.' Asplenium anceps 
4  ョF 干ラノオ Asplenium normale Don. var. proliferum Nakai 
本領色兵庫県ではあまり産地の報告がありません| 本稽は兵庫県では飾磨郡雲彦山及び宍粟郡純越山で

が、筆者ば神 l崎郡寺前村及び雪彦山tてて採集しまし| 採集しました。船越山にはナヤセ y ジグが多い援です
た。叉最近代なって川辺郡長尾村西命寺滝で児主主務民| が、イヌナヤセンシグ色混っていまナo 本種はナヤセ
( 大阪府) が採集していられます。更lそ調査をすれば続| ンジグと主〈似ていますが、薬の先端が垂れて地代荒
々と産地が出て〈るのではないかと忠われまナ。なお| き、不定芽を生中るととがあります。又葉柄Ic:: 3稜状
前記寺前村及雪彦山の色のは小型で10cm. 位の色のば i の翼があるととて、区別するととが出来ます



9 ヒ司ノ、ヤプ Y テヲ Cyrtomium macrophyl1u m  I谷成彦氏がはじ b て報ヒていちれ. 業後筆者は総越山
Taga1叩と前記雲彦山で採集し玄した。なお調査するにつれて

兵庫県で・は宍粟郡舵越山で採集したのみでナが、更
に調査をすれば所産地が出るのではないでし Jとうか、
いす忘れにしても兵庫県では稀のように忍あれます。

10 t<. = イ官 17 '71::' A  thyi:ium otopho:ru m  Koid2. 
筆者は兵庫県では前記宍粟郡舷越山及び飾a礎郡雪量苦
肉で採集していまナがまt:他に丹波，m . 号には産ナる

ー ものと忌われます。本種は葉の先が鋭尖漬で棄の表菌
/J、五五J f 中紬にとげが尚て居りまナ。又比の属の志のは
冬枯れまナが、本穣は枯れないのでi也のものと区別ナ
る亡とが民来ます。
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本穏は京都府では各地に辛苦還に産ずる種類ですが、
兵庫県では案外小いように息われていました。しかし
とれも認査不充分で更に調べれば次々と産地が出るの
ではないでしJ : うか、筆者は氷の山、雲E雪山等で' 採集
じて居ります。他に丹波では各地に産する霊長に思われ

J  0  まナ。

12 アオキカヅラ M よな昌ir弘前ia niponica Nakai 
兵庫県では雲」雪山. 加越山、有涛郡室主村等で採集しま

更に新摩地が出るのではないかと尽b れまず。本穫は
薬の表商に毛が生えているのと初片の中軸に赤球叉は
紫色がさし℃居 Pますので他の色のと区別するととが
出来まず。
14 オサシグ Spic証ntopsis amabilis Nakai .  

本種は岡本会ニ土に広く分布していま' ナが、案外少い
種類で兵庫県では六甲山に産ずるのみで飽に産地は著書
表されていません。何処か兵庫県で産地が出ると£を
期待していまナ。本種はシンガシラと主ミ似ていまず e

が. 根蓄がオサシダは模索していまナので区別出来ま
ナ 。 .
15 カラグサイヌワラピ A  thyrium clivicolum ‘ 
Tagawa 

したが，更に調査ナれば産地が出るものと，思われま
ナ。本穫はヤマイ買 F ラピやヒロハイヌ Iヌラピに似て
いまナヵ;/J、五五片に短い柄があり基部わ靖広くなりま

以上兵庫県に産する羊歯の数穫にτコいて書いてみま'
じたが、筆者は兵庫県の羊歯について更に主く調査し，
てみたいと思って廃ります。兵庫県の近くの府県で産
地があって兵庫県にないもの. 又はさ幸然兵庫県にちあ

生が採集して庭られまず。本: 還は観賞価値のある羊歯 li るべきものでまピ採集されていないもの等がある様に
で盆栽家のよぐ好u ' るのでナがミズゴケと砂で鉢lこナ|| 思います。もし県下産の羊歯でE んな事で色お気付の
れば. よく活若し素人にでも栽培するととが出来支ナ。|| ちのがありましたち筆者宛( 加古川市別府町商脇〉御

Athy出 m frdgulum 'I、t酔 w a .1 知らせ又は標本御恵与下さる援お願い申上げまナ。
25， 1951) 

ワカサギ移入の展史
者遺 口 繁

有湾都道場村( 昭和26.::手工り持戸.!Hこ編入〉に神戸 iせ放流して見たが一向に繁稽しない。翌年遡河ナる環
市水道水源地がある。有馬郡内 2 ヶ村川辺郡内 1 ケ村 I: 待っても魚は姿を見せない。再び霞ヶ浦から稚魚: . a : 取
多紀郡内 1 ヶ村の71 < が武庫川に落ち合うととろをせき| ‘り寄せたが又失致であった。ととろが数年たτコて 4 k m
止めて、人造搬を造担 71 < をた、えているのである。周| 程m下のとの水道水源地代今まで見た事のない美しい，一
関16kmーもあって、舟色あり法あり、花あり、四季の| 魚の苦手を見つけたと開いた。三石氏の喜びは十和国湖
眺よく名勝地になっていあ。 ζの池に Y カサギの養殖| の平日弁内氏以上であったでせう。三お氏が数年官官に放
が行われている。ワカサギは北海主主や北朝鮮等の割合| 流したワカサギでるοたa
寒い地方「の魚で早春に海から遡河して産卵し、稚魚は| ワカサギは鮎に似た美しい魚LでEまる鮎以上で、 10
海で大きくなるのであるが、海に出るととなく湖や沼 Icm. 程の組長い魚で体は淡J灰色に銀白色の鱗があり、
で大きくなるととちある。ζの例が霞ヶ浦である。今か! 2 ・3月頃水源地にそ '>nllに遡ってくる群を符籾か引
ら35年程前‘有馬郡高卒村に三石と云う人がいた。郷土| 掛針で鈎るのでo る。引掛金トは 1本の条』て何本かの鈎
は若手に遠く新しい魚に乏しいので村の中央を流れるml 句づいた針で魚の目闘を百l掛けて採るの可ある。
に、 ζの魚の繁殖を計図した。震浦から稚魚、を玖 P寄
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